
 

 

 

 

    

 

 

リンドウの個別栽培ほ場巡回を実施 
 
湖北地域では、主に中山間地域に向けてリンドウの栽培を推進しており、新規で栽

培を始める方２名を加え、１５名が市場出荷に向けて栽培に取り組まれています。 

JA 北びわこ管内は５月６日（木）に、JA レーク伊吹管内は５月２５日（火）に、JA

担当者と普及指導員が、株の大きさや栽培年数に応じた栽培管理の徹底を図るため個

別栽培ほ場の巡回を行いました。 

 

巡回では、栽培者とともに生育状況を確認し、今後の栽培管理を助言しました。 

５月に定植された栽培者には、今年は収穫せず株を養成するため、潅水、株元の除

草、追肥の重要さを伝えました。 

定植２～５年目の栽培者には、株の大きさに応じて花茎を整枝することや、葉色や

生長に応じて追肥すること、株元を乾かないよう潅水すること、などを確認しました。 

特に栽培４～５年株は花茎の密度が高くなり、梅雨入りも早いことから病害虫が発

生しやすくなるため、防除に努めるよう指導しました。 

 

湖北のリンドウは６月末頃から京都や大阪の花市場や地元直売所へ出荷されます。 

出荷規格に合う良品を生産し、確実な出荷や販売につながるよう、JA と連携して活

動を行います。 
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ほ場で生産者と生育状況の確認（米原市大久保） 


